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　ここに訳出した『なぜ皇帝ヨーゼフは民に愛されないのか？』1）（以下、『愛
されないのか ?』と省略）は 1780 年代ハプスブルク君主国を統治した啓蒙君主
ヨーゼフ 2 世の治世で出版されたパンフレットの中でもっとも有名なものの一
つである。1787 年 7 月にウィーンで出版され、扇情的なタイトルの効果もあり、









 1） Joseph Richter, Warum wird Kaiser Joseph von seinem Volke nicht geliebt?, Wien, 1787.
 2） Brünner Zeitung der k.k. priv. mährischen Lehenbank, 56/1787, 13.7. 
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 3） Honoré-Gabriel de Riquetti de Mirabeau, De la Monarchie Prussienne, sous Frédéric le 
Grand: Avec un Appendice Contenant des Recherches sur la situation actuelle des principales 
Contrées de l’Allemagne. Tome Septième. London, 1788, 241-262.































 5） Hans Viktor Pisk, Joseph Richter (1749-1813) Versuch einer Biographie und Bibliographie, 




つけた対訳訳文をもとに、書籍商ヴーヘラーが出版した初版本 Joseph Richter, 
Warum wird Kaiser Joseph von seinem Volke nicht geliebt?（Wien: Georg Philipp Wu-
cherer, 1787, 63.）7）を底本として改訳したものである。本稿では原則として Na-
tion は国民、Volk は民、Unterthan ［Untertan］は臣民と訳しわけた。18 世紀
後半においての Nation は近代国民国家の文脈で語られる Nation とは一致せ





 6） Degenhard Pott, Briefe angesehener Gelehrten, Staatsmänner, und anderer, an den berühmten 
Märtyrer D. Karl Friedrich Bahrdt, seit seinem Hinweggange von Leipzig 1769 bis zu seiner 


























1765 ヨーゼフ 2 世即位、共同統治時代始まる
（24）
プラーターを市民に開放







1773 イエズス会の解散とその財産没収 リヒターの学歴不明に（24） 教皇クレメンス14世、
大勅書発布
















































































































































1792 レオポルト 2 世崩御、フランツ 2 世即
位




















































































































































































































































































































向けられることを。何人かの未婚者はしばしば 1000 か 2000 グルデン貰い、6、
7 人子供がいる者は大抵 300、あるいは 400 グルデンで生活しなければならな
い。官吏が得るお金はいずれにせよ高利で国庫に戻っていくのだ。
　民の中の高貴なる精神の持ち主は望む。皇帝ヨーゼフが勤務で白髪になる
か、仕事が全くできなくなってしまった老齢官吏にもっとよい年金を与えるこ
とを。そういった官吏たちがもたもたした老齢の中で極めて惨めに生活する必
要がないように。同じように彼らは望む。国家の公僕がお仕着せ奉公人のよう
に解雇されないことを。
　また民の中の高貴なる精神の持ち主は望む。皇帝ヨーゼフが官吏の誤りや見
落としを、それが極めて重要なことや実際の国家犯罪でないのなら、決して罷
免で以って彼らを罰しないことを。少なくとも官吏に家族がいる場合は特に。
国家は意図的に不幸な家族を作る必要はない。なぜなら、不幸な家族は最終的
に国家自身の重荷になるのだから。
　倹約は君主のすばらしい徳であり、これまで十分に貯えのなかった国家に
とっては一層必要なものである。ただこのような徳にも限度があるゆえ、民の
中の高貴なる精神の持ち主は望む。ヨーゼフの倹約が徳であることをやめてし
まうラインにまで行ってしまわないことを。人間の肉体は、心臓が流れくる血
液を身体に返すちょうどその時、健康であるとわかる。では国家の肉体もそう
ではなかろうか？
　民の中の高貴なる精神の持ち主は望む。皇帝ヨーゼフがなぜ貧民の数が日に
日に増加しているか、また、結局、善意だったにしろ、ある種の指令や廃止に
責任があり得ないかどうかを調査することを。
??????????????????????????????? 227
　敢えて口にすることはほとんどないが、民の中の高貴なる精神の持ち主は望
む。皇帝ヨーゼフが決断の際に決して性急過ぎないことを。多くの家庭がその
ことで容易に不幸になるので。またこうも望む。?????????????
????????ヨーゼフの落ち着きのない情熱がその良いこと自体を花の段
階であまりに頻繁に窒息させないことを。完全に成熟していなかった法典はど
んな弱点をさらけ出したのだろうか？［リヒターはここでヨーゼフが法典編纂
事業を性急に推し進めたことを批判している。］　そして、そのせいで、我々が
再度外国から見てどれほど落ちぶれてしまったのか？
　民の中の高貴なる精神の持ち主は望む。皇帝ヨーゼフがむやみに進んで密告
者に耳を傾けないことを。友が友に対して家族が家族に対して疑い深くなり、
それによって人間社会の絆が破壊されるよりも、犯罪者があちこちで隠れつづ
けた方が国家にとって害は少ない。
　民の中の高貴なる精神の持ち主は君主が誰にでも自由な出入りを許可してい
ることをたたえている。しかし彼らは同時に望む。君主が例外なく全ての請願
書が送られる役所に対して署名が無い物についても上申したり、紹介したりす
るのを許可することを。というのは何人かの賞賛に値する請願者が署名の欠如
から極めて正当な問題ではねつけられることが起きるからである。
　民の中の高貴なる精神の持ち主は望む。皇帝ヨーゼフが芸術と学問にもっと
敬意を払うことを。というのは芸術がパンに従属し、民の啓蒙に努めてきた作
家が飢えに苦しむなら、そのことは国民にとって恥であるからだ。民は我々の
国法によると平凡な知識だけでなく、より高尚な知識やすばらしい学問も必要
としているのである。
　このようなことがだいたい民の中の高貴なる精神の持ち主の望みである。お
お神よ、どうか皇帝ヨーゼフがこれを満たす、いや差し当たり少なくとも読ん
でくれますように。
　アーメン。
